

















ルティ（Backman and Crompton, 1991;  Backman 
and Veldkamp, 1995）やチームのファンロイヤ
ルティ（Wakefield and Sloan, 1995; Depkin, 2000; 





















定義する自己概念とされる（Hogg and Abrams, 















Sport Spectators and their Team Identification: a Case Study of FC Gifu Team Fans
























研究（Madrigal and Chen, 2008）、ファン集団に
対する in-group biasの影響を明らかにした研究




（Wann and Branscombe, 1993）、ヨーロッパサッ
カー（Theodorakis et al, 2010）、オーストラリア




































































































































































　FC 岐阜を応援することは良いことであると感じる 4.30 .612
　FC 岐阜を応援することをうれしく思う 4.29 .667
　FC 岐阜を応援している自分を誇りに思う 3.98 .887
公的評価（Public evaluation）
　全体的に、FC 岐阜は人々から良いイメージを持たれている 3.38 .921
　一般的に、人々は FC 岐阜のことを良く思っている 3.31 .921
　人々は、FC 岐阜について好意的な意見を持っていると思う 3.23 .852
心理的結びつき（Interconnection of self: Attachment）
　FC 岐阜は、私自身を表現する重要なポイントである 3.59 .969
　誰かが FC 岐阜を称賛すると、自分がほめられた様な気持ちになる 3.72 .959
　私は、FC 岐阜の一員であるという意識を持っている 3.70 1.02
　私は、FC 岐阜に強い愛着を持っている 4.05 .891
　FC 岐阜の成功は、私の成功のように感じる 3.67 1.01
依存意識（Sense of interdependence: Attachment）
　FC 岐阜は、私の生活を左右する 3.45 1.15
　FC 岐阜は、私の生活に影響する 3.47 1.13
　FC 岐阜の変化は、私の生活も変える 3.45 1.15
　FC 岐阜の活動は、私個人にも影響を与える 3.51 1.10
行動的関与（Behavioral involvement）
　　私は、FC 岐阜の活動の支援をする方だ 3.77 .882
　私は、FC 岐阜について自ら他人に話をする方だ 3.81 .995
　私は、FC 岐阜グッズを進んで買う方だ 3.60 1.02
　私は、FC 岐阜の試合結果を積極的に知ろうとする方だ 4.21 .916
認知・気づき（Cognitive awareness）
　私は、FC 岐阜の歴史を知っている 3.51 1.12
　私は、FC 岐阜について多くのこと知っている 3.41 1.06
　私は、FC 岐阜の成功も挫折も知っている 3.63 1.06
　私は、FC 岐阜のクラブ事情について知っている 3.53 1.08





















項　目 固有値 累積寄与率 因子負荷量 Cronbach α











第3因子【公的評価】 2.81 46.9 .878
　一般的に、人々は FC 岐阜のことを良く思っている .913
　人々は、FC 岐阜について好意的な意見を持っていると思う .852
　全体的に、FC 岐阜は人々から良いイメージを持たれている .811









第6因子【心理的結びつき】 2.37 79.7 .916
























































チーム ID 総合指数 1 
観戦回数 .225 ＊＊ 1 
ファン歴 .123 ＊ .468 ＊＊ 1
＊＊ p ＜ .01, ＊ p ＜ .05







チーム ID 総合指数 1 
クラブへの魅力 .658 ＊＊ 1 
選手への魅力 .681 ＊＊ .720 ＊＊ 1 
スタジアムの雰囲気 .489 ＊＊ .491 ＊＊ .471 ＊＊ 1 
スタジアム設備 .212 ＊＊ .105    .150 ＊  .383 ＊＊ 1 
地域貢献 .564 ＊＊ .460 ＊＊ .447 ＊＊ .444 ＊＊ .346 ＊＊ 1 
＊＊ p ＜ .01, ＊ p ＜ .05










クラブ応援意向 .542 ＊＊ .441 ＊＊ 1






































らかにされてきた観戦行動（Heere et al., 2011; 
Sutton et al., 1997; Trail and James, 2001）、クラブ
や選手、スタジアム（Mahony et al., 2002; Trail et 
al., 2003; Charleston, 2009; 仲澤・吉田 , 2015）、満
足度（Yoshida et al., 2015； 出口・菊池 , 2016）、
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